
県内在留
外国人数の推移

県内在留外国人数が、
令和6年6月末時点で
18,320人と
過去最高

（H26年末と比べて約1.7倍）

（2024（令和6）年6月末）

在留資格別県内在留外国人数 出身国・地域別県内在留外国人数
（2024（令和6）年6月末）

「多文化共生」とは、国籍や民族などの異なる人々がお互いの文化的なちがいを認め合い、対等
な関係を築こうとしながら、地域社会の一員として生きていくことです。
県内在留外国人は年々増加しており、令和６年６月末には過去最高を記録しました。また、県内
在留外国人の出身国・地域も多様化しています。県では誰もが地域でつながり、安全に安心し
て暮らし続けられるよう、多文化共生社会の実現に向けた取り組みを進めていきます。

国籍や文化のちがいを理解し合い、みんなで共に暮らせる奈良県に

多様な個性が紡ぐ
多文化共生社会の実現に向けて 新しい未来特集2
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18,320人

11,081人

外国語が得意な日本の方、日本語が話せる外国の方 募集中！
通訳ボランティア 文化紹介ボランティア 災害時通訳・翻訳ボランティア

4県国際課　☎0742‐27‐8477

出典：法務省「在留外国人統計」

出典：法務省「在留外国人統計」

出典：法務省「在留外国人統計」

就労に係る在留資格者が大幅に増加
技能実習＋特定技能だけでも過去5年間で倍増

最多のベトナム人をはじめ、東南アジア・南アジア
を中心に出身国・地域も変化・多様化

ベトナム
（4,222人）

中国
（3,093人）

韓国
（3,046人）ミャンマー（1,075人）

フィリピン（1,053人） 

インドネシア（996人）
ネパール（891人）

タイ（513人）
米国（426人）

スリランカ（395人）
台湾（363人）

ブラジル（329人）
その他（1,918人）

18,320人
（R6年6月末）

永住者
（3,722人）

技能実習
（3,243人）

特別
永住者

（2,580人）

留学
（1,768人）
留学

（1,768人）
特定技能
（1,691人）

技術・人文知識・
国際業務
（1,688人）

家族滞在
（1,100人）

日本人の配偶者等
（868人）

特定活動（367人）
定住者（361人）

その他（932人）

18,320人
（R6年6月末）

奈良県多文化共生ボランティアに登録しませんか？~~~~~~~~?
学校での
様子は

どうですか？

6県民だより奈良  2025年2月号




